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品種構成等 栽培技術指導方針

北海道

○　「ななつぼし」及び「ゆめぴりか」を中心と
  する品種構成となっており、主要品種に大きな
  変化はみられない。

○　収量・品質の安定に向け、健苗の育成や
　稲体の耐冷素質の向上を図るため、以下の
　指導が行われている。
　・　育苗管理の徹底
  ・　深水管理とそれを可能とする畦畔整備
　・　地力増進やほ場の透水性改善
　・　防風対策等の栽培環境整備
　・　適正施肥
○　成苗移植の普及など安定生産に向けた栽
　培技術が定着している。

　

青 森

○　「つがるロマン」及び「まっしぐら」の２
　品種で９割を占める品種構成で、近年、収量
　水準の高い「まっしぐら」が増加傾向にあり、
　令和３年産も同様の傾向になるものと考えら
　れる。

○　高品質・良食味米の安定生産（気象に左
　右されない米づくり）に向け、以下の指導
　が行われている。
　・　適正な肥培管理（つがるロマンは多肥
　　料栽培に弱いことから追肥は窒素成分で
　　２kg以内にする等）、水管理、適期移
　　植、土作りの推進等（安定栽培技術の普
　　及・定着）
　・　育苗箱全量施肥では、施肥（播種）後
    約30日の溶出抑制期間があるため、移植
    直後に吸収される窒素分が寒冷地では慣
    行栽培に比べ少なく、初期分げつが緩慢
    となり穂数の減少傾向が強いことから、
    穂数確保のため即効性肥料も併せて施用
    する方法が県内で一定の広がりを見せて
    いる。

岩 手

○　「ひとめぼれ」及び「あきたこまち」を中
　心とする品種構成となっている。
  　県のオリジナル品種である「銀河のしずく」
  が、耐冷性、耐病性に優れていることから増加
  傾向となっている。

○ 高品質・良食味米の安定生産に向け、以下
　の指導が行われている。
 ・　品種特性を踏まえた品種の作付、低温障
   害回避のため適期移植の指導
 ・　有機物による土作り、追肥の適正実施の
   指導（土壌診断に基づく補給型施肥（収穫
   等によってほ場外に持ち出される分だけを
   補給）及び追肥時期・追肥量の適正な実施
  （ひとめぼれ、あきたこまち、いわてっ
   こ、銀河のしずくは幼穂形成期に窒素量
　 ２kg/10aを上限、どんぴしゃりは幼穂形成
   期に２kg/10aを基本）等を推進）

宮 城

○　「ひとめぼれ」を中心とする品種構成と
　なっており、近年、収量水準の高い「萌えみの
　り」が増加傾向にある。

○　高品質・良食味米の安定生産に向け、以
　下の指導が行われている。
　・　高温登熟による品質低下への対策とし
　　て晩期栽培（遅植え）の推進
　・　適正な水管理、土づくりの励行、適正
　　な栽植密度・肥培管理等
　・　大規模化に対応した熟期の異なる品種
　　構成の導入等の推進

秋 田

○　「あきたこまち」を中心とする品種構成と
　なっている。

○　高品質・良食味米の安定生産に向け、以
　下の指導が行われている。
　・　土づくりの推進、適期移植と栽植密度
　　の適正化
　・　適正な水管理、雑草防除の徹底
　・　適正な施肥管理と適期刈取り等

生　　産　　事　　情

令和３年産水稲の10ａ当たり平年収量に係る生産事情（都道府県別）
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生　　産　　事　　情

令和３年産水稲の10ａ当たり平年収量に係る生産事情（都道府県別）

山 形

○　「はえぬき」及び「つや姫」を中心とする品
　種構成となっている。
　　新品種「雪若丸」は増加傾向にある。

○　高品質・良食味米の安定生産に向け、以
　下の指導が行われている。
　・　土づくりの推進、健苗育成、適正な水
　　管理・施肥の徹底
　・　土壌診断に基づくリン酸、カリ等の適
　　量施肥等

福 島

○　「コシヒカリ」及び「ひとめぼれ」を中
　心とする品種構成で、近年、収量水準の高い
　「天のつぶ」が増加傾向となっている。
　

○　高品質・良食味米の安定生産に向け、以
　下の指導が行われている。
　・　品種の市場性、冷害危険度等を総合的
　　に考慮した適地適作の推進
　・　土壌診断に基づくカリ施用、堆肥の施
　　用による土づくり、緩効性肥料使用時の
　　適切な追肥等の指導

茨 城

○　「コシヒカリ」及び「あきたこまち」を
　中心とする品種構成で、近年、収量水準の高い
　「あさひの夢」及び「ふくまる」が増加傾向と
　なっている。

○　高品質米の安定生産に向け、以下の指導
　が行われている。
　・　適期移植
　・　適期・適切な中干しによる茎数管理
　・　適期収穫と適正乾燥・調製

栃 木

○　「コシヒカリ」を中心とする品種構成となっ
　ている。
　　なお、オリジナル品種「なすひかり」及び
　「とちぎの星」が増加傾向にある。

○　品質や食味の向上に向け、以下の指導が
　行われている。
　・　移植時期の分散化
　・　生育診断に基づく適正な肥培管理

群 馬

○　「あさひの夢」、「コシヒカリ」、「ひ
　とめぼれ」及び「ゆめまつり」を中心とす
　る品種構成に大きな変化はない。

○　夏場の高温対策として、高温登熟の回避
　や高温に強い稲体づくりの徹底等の指導が
　行われている。
　・　適期移植と水管理
　・　土づくりの推進と適期、適量施肥
　・　早期落水の防止

埼 玉

○　「コシヒカリ」、「彩のかがやき」及び
　「彩のきずな」を中心とする品種構成となって
　いる。

○　品質・食味向上及び安定生産に向け、以
　下の指導が行われている。
　・　栽培基準や栽培指針に準じた肥培管理
　　を基本とし、栽培管理技術や土づくり等
　　を徹底
  ・　夏場の高温対策として、水管理の徹
　　底、栄養診断に基づいた施肥の実施及び
　　適期収穫の指導

千 葉

○　「コシヒカリ」、「ふさこがね」及び
　「ふさおとめ」を中心とする品種構成となって
　いる。

○　近年、異常気象が続いている中、気象条
　件に強い稲作りに向け、以下の指導が行わ
　れている。
　・　植付早限の厳守
　・　適正な水管理、適正な防除
　・　耐病性、耐倒伏性、品質向上のための
　　ケイ酸の補給

東 京
○　「キヌヒカリ」及び「コシヒカリ」を中
　心とする品種構成に大きな変化はない。
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神奈川

○　「はるみ」、「キヌヒカリ」及び「さと
　じまん」を中心とする品種構成であるが、
　　近年、「キヌヒカリ」及び「さとじまん」
　が減少傾向にある。

○　良質・良食味米の生産に向け、登熟歩合
　の向上や登熟期間の障害低減のための穂肥
　適期施用等の指導が行われている。

新 潟

○　「コシヒカリ」及び「こしいぶき」を中
　心とする品種構成で、近年「コシヒカリ」
　が減少し、収量水準の高い「ゆきん子舞」、
　「つきあかり」及び「みずほの輝き」が増加
　傾向にある。
　　また、県では新品種「新之助」（晩生種）
　の作付拡大を推奨している。

○　高品質・良食味米生産推進のため、以下
　の指導が行われている。
　・　品質低下等のリスク分散を図るため、
　　複数品種の導入、播種・移植時期の分散
　・　田植え時期に合わせた適期播種
　・　適期の中干し・溝切りの実施
　・　生育診断に基づく適期な穂肥施用

富 山

○　「コシヒカリ」を中心とする品種構成と
  なっているものの、近年高温登熟でも品質
　が安定している「てんこもり」及び「富冨
  冨」が増加傾向にある。

○　高温に打ち勝つ米づくりに向け、以下の
　指導が行われている。
　・　高温登熟の回避として適期移植の実
　　施
　・　高温に打ち勝つ稲体づくりとして、適
　　正穂数に向けた栽培密度（70株/3.3㎡）
　　の確保、適期・適切な中干しの徹底
　・　土壌診断に基づく土づくりの実施・基
　　肥の適正な施用

石 川

○　「コシヒカリ」及び「ゆめみづほ」を中
　心とする品種構成であるが、近年、県オリジ
　ナル新品種の「ひゃくまん穀」が増加傾向に
　ある。

○　高品質・良食味米の安定生産に向け、以
　下の指導が行われている。
　・　適正穂数（栽培密度）の確保
　・　肥料の適期・適量施肥
　・　適期収穫
　・　土づくり等の推進

福 井

○　「コシヒカリ」及び「ハナエチゼン」を
　中心とする品種構成である。
　　なお、新品種である「いちほまれ」が増
　加傾向にある。

○　適切な土づくりと水管理の徹底
○　高温登熟回避による品質向上を図るた
  め、適期移植等の指導が行われている。

山 梨

○　「コシヒカリ」を中心とする品種構成で
　ある。近年「ヒノヒカリ」が増加傾向にあ
　る。

○　高温による品質低下防止のため、以下の
　指導が行われている。
　・　適期は種、適期移植
　・　適正な水管理
　・　適期収穫

長 野

○　「コシヒカリ」及び「あきたこまち」を
　中心とする品種構成に大きな変化はない。
　　県のオリジナル品種として、「風さや
　か」の導入を推進している。

○　食味向上に向けた適量施肥
○　高温登熟障害（胴割米、白未熟粒）防止
　のための適切な水管理、適期収穫等
〇　低コスト稲作推進のため、疎植栽培等の
　指導

岐 阜

○　売れる米づくりと高品質安定生産の面か
　ら、「ハツシモ」、「コシヒカリ」は一定
  の作付が維持される一方、収量水準の高い
　「ひとめぼれ」及び「あきたこまち」が減
　少傾向にある。

○　温暖化傾向に対応するため、以下の指導
　が行われている。
　・　疎植栽培の普及
　・　緩効性肥料の導入
　・　適正な肥培管理
　・　適期収穫

- 3 -



品種構成等 栽培技術指導方針

生　　産　　事　　情

令和３年産水稲の10ａ当たり平年収量に係る生産事情（都道府県別）

静 岡

○　「コシヒカリ」、「きぬむすめ」及び「あ
　いちのかおり」を中心とする品種構成である。
　　近年、「きぬむすめ」が増加傾向にあり、
　「あいちのかおり」が減少傾向にある。

○　売れる米づくり及び省力・低コストのた
　め、以下の指導が行われている。
　・　健苗育成、追肥（穂肥）の適量・適期
　　の徹底
　・　適期防除・適期刈取り
　・　基肥一発肥料（側条施肥）導入や疎植
　　栽培の拡大による育苗箱数削減

愛 知

○　「あいちのかおり」及び「コシヒカリ」を
　中心とする品種構成に大きな変化はない。

○　高品質米生産に向けて、施肥改善と基本
　技術の励行
○　過剰な生育を抑制するため、適正な栽植
　密度の確保等

三 重
○　「コシヒカリ」及び「キヌヒカリ」を中
　心とする品種構成に大きな変化はない。

○　白未熟粒対策のため、品種に応じた適
　期・適量施肥等の指導が行われている。

滋 賀

○　「コシヒカリ」、「キヌヒカリ」、「日本
　晴」及び「みずかがみ」を中心とする品種構
　成である。
　　近年、高温登熟性に優れた「みずかがみ」
　の作付が推進されている。

○　収量と外観品質の安定化に向け、以下の
　指導が行われている。
　・　生育状況に応じた施肥や水管理
　・　品種特性や土壌条件等に合った適切な
　　栽植密度の選択
　・　有機物や土づくり肥料の施用による土
　　づくり

京 都

○　「コシヒカリ」、「キヌヒカリ」及び
　「ヒノヒカリ」を中心とする品種構成である。
　　近年、収量水準の高い「キヌヒカリ」が減少
　傾向にある。

○　良質米生産に向け、以下の指導が行われ
　ている。
　・　緩効性肥料の施用
　・　適期移植、疎植

大 阪
○　「ヒノヒカリ」、「キヌヒカリ」及び
　「きぬむすめ」を中心とする品種構成に大
　きな変化はない。

○　品種別、地域別に適期移植、水管理の適
　正化、合理的施肥、適期収穫等の指導が行
　われている。

兵 庫

○　「コシヒカリ」、「ヒノヒカリ」、「キ
　ヌヒカリ」及び「山田錦」を中心とする品
　種構成である。

○　良質米生産に向け、環境創造型農業を基
　本に品種別に以下の指導が行われている。
　・　適期移植
　・　適期・適量施肥

奈 良
○　「ヒノヒカリ」及び「ひとめぼれ」を中
　心とする品種構成に大きな変化はない。

○　品質向上といもち病回避のため、減肥栽
　培の指導が行われている。

和歌山

○　「キヌヒカリ」、「コシヒカリ」、「ヒノ
　ヒカリ」及び「きぬむすめ」を中心とする
　品種構成である。なお、近年「きぬむすめ」
　が増加傾向にある。

○　良質米生産に向け、以下の指導が行われ
　ている。
　・　適期移植
　・　適量施肥

鳥 取

○　「コシヒカリ」、「ひとめぼれ」及び
　「きぬむすめ」を中心とする品種構成であ
　る。

○　良質米生産に向け、以下の指導が行われ
　ている。
　・　土づくりの徹底
  ・　適期移植
　・　施肥の改善
　・　適正な水管理
　・　適期の病害虫防除等

島 根

○　「コシヒカリ」及び「きぬむすめ」を中
　心とする品種構成であるが、近年、「コシ
　ヒカリ」が減少傾向、「きぬむすめ」及び
　「つや姫」が増加傾向にある。

○　高品質・良食味米の安定生産に向け、以
　下の指導が行われている。
　・　健苗の育成
　・　地域別・品種別適期移植
　・　適正な肥培管理
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岡 山

○　「アケボノ」、「ヒノヒカリ」、「あきた
　こまち」、「コシヒカリ」及び「きぬむすめ」
　を中心とする品種構成である。近年、「きぬ
　むすめ」が増加傾向となっている。

○　育苗作業の省力化のため疎植栽培や直播
　栽培の普及
○　生育状況に応じた施肥管理
〇　高温下での登熟回避のための適地適作

広 島

○　「コシヒカリ」、「あきさかり」及び
　「ヒノヒカリ」を中心とする品種構成である。

○　需要に応じた生産に向け、以下の指導を
　行っている。
  ・　良好な管理が行われているほ場の作付
　　の維持・拡大
  ・　低コスト化技術（密播疎植栽培、直播
　　栽培等省力栽培）の導入
　・　コシヒカリと比較して収量性の高い
　　（多収で品質の良い）品種を導入して経
　　営改善

山 口

○　「コシヒカリ」、「ひとめぼれ」及び
　「ヒノヒカリ」を中心とする品種構成であ
　るが、近年「きぬむすめ」が増加傾向にあ
　る。

○　品種特性に応じた栽植密度の確保
○　中干し等水管理の徹底
○　気象条件にあった施肥管理等の指導が行
　われている。

徳 島

○　「コシヒカリ」及び「あきさかり」を中心
　とする品種構成である。

○　早期・普通期とも疎植栽培の推進
〇　食味の向上や倒伏による品質低下防止の
　ため、適期・適量施肥等の指導が行われて
　いる。

香 川

○　「コシヒカリ」、「ヒノヒカリ」、「おい
　でまい」及び「あきさかり」を中心とする品
　種構成である。

○　良質米生産に向け、以下の指導が行われ
　ている。
　・　適正な水管理
　・　適正な株間での適期移植
　・　適量施肥
　・　適期の病害虫防除等

愛 媛

○　「ヒノヒカリ」、「コシヒカリ」、
　「あきたこまち」及び「にこまる」を中心
　とする品種構成に大きな変化はない。

○　品質向上に向け、以下の指導が行われて
　いる。
　・　適期移植
　・　適正な水管理
　・　生育後半まで肥効を維持させる

高 知

○　早期栽培は「コシヒカリ」、普通栽培は
　「ヒノヒカリ」を中心とする品種構成である。

○　品質向上に向け、以下の指導が行われて
　いる。
　・　適正な肥培管理、水管理、適期防除、
　　適期刈取。
　・　高温障害対策として、早期栽培では収
    穫前の水管理の徹底、普通期栽培では適
    期移植（移植時期を遅らせる）。
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品種構成等 栽培技術指導方針

生　　産　　事　　情

令和３年産水稲の10ａ当たり平年収量に係る生産事情（都道府県別）

福 岡

○　「ヒノヒカリ」、「夢つくし」及び「元
　気つくし」を中心とする品種構成であるが、
　「ヒノヒカリ」が減少傾向、「元気つくし」
　が増加傾向となっている。
　　なお、県では今後、新品種「実りつくし」
　の拡大を推奨している。

○　品質向上に向け、以下の指導が行われて
　いる。
　・　適期移植
　・　中干し・間断灌水・落水時期の適正化
　・　土壌診断・施肥基準に基づく適正な施
　　肥

佐 賀

○　「夢しずく」、「さがびより」、「ヒノ
　ヒカリ」及び「ヒヨクモチ」を中心とする
　品種構成に大きな変化はない。

○　品質向上に向け、以下の指導が行われて
　いる。
　・　品種特性に応じた移植時期の徹底
　・　生育ステージに応じた施肥管理、水管
　　理

長 崎

○　「ヒノヒカリ」、「にこまる」及び「コ
　シヒカリ」を中心とする品種構成に大きな
　変化はない。
　　なお、県は「なつほのか」を奨励品種と
　しており、増加傾向にある。

○　品質に加え、食味に重点をおいた栽培指
　導（適正な肥培管理等）

熊 本

○　「ヒノヒカリ」、「森のくまさん」及び
  ｢コシヒカリ」を中心とする品種構成に大き
　な変化はない。

○　品質向上に向け、以下の指導が行われて
　いる。
　・　高温時期の登熟障害回避のための適期
　　移植（遅植栽培）の推進
　・　水管理・追肥等の改善
　・　土壌改良資材の投入

大 分

○　「ヒノヒカリ」及び「ひとめぼれ」を中
　心とする品種構成に大きな変化はない。

○　高品質、良食味米生産を基本とし、効率
  的な生産体制の整備による低コスト生産を
  推進するため、以下の指導が行われてい
  る。
　・　担い手への農地集積。
　・　乾田直播等の新技術や多収品種の導入
    による生産コスト削減。
　・　夏期高温によりヒノヒカリの品質低下
    が問題となっている地域における移植時
    期の適正化等。

宮 崎

○　「コシヒカリ」及び「ヒノヒカリ」を中
　心とする品種構成に大きな変化はない。
　　「み系358」への作付誘導が進められてい
　る。

○　移植時期の後進化
○　土壌診断に基づく適正施肥
　等の指導が行われている。

鹿児島

○　早期栽培は「コシヒカリ」、普通栽培は
　「ヒノヒカリ」を中心とする品種構成である。
　　近年、早期栽培において収量水準の高い
　「なつほのか」が増加傾向であり、「コシヒ
　カリ」との価格差も小さいことから今後も移
　行が進むことが予想される。

○　良品質米の生産に向け、以下の指導が行
　われている。
　・　健全な土づくり
　・　適期植付・防除・収穫
　・　適正な栽植密度・施肥・水管理

沖 縄
○　「ひとめぼれ」を中心とする品種構成に
　大きな変化はない。

○　肥培管理・防除等の指導
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